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研究論文

児童の自己表現力を育む授業づくりに関する実践研究

自他尊重の態度を大切にした伝え合い活動に焦点を当てて

堀之内利成（長崎大学大学院教育学研究科教職実践専攻）

立岡 昌文（長崎大学大学院教育学研究科）

呉屋 博（長崎大学大学院教育学研究科）

本実践研究では，児童の自己表現力を育む授業づくりの実践的手法を検討すること

を目的として，小学校 4年生を対象に 3つの授業実践を行った。 1つ目は，アサーシ

ョン・トレーニング（AssertionTraining ：以下 ATと記す）を活用した自他尊重の

態度を意識付ける特別活動の授業。 2つ目は，アサーティプな自己表現スキノレ！：： KJ 

法を関連させて，伝え合い活動の促しを図る特別活動の授業。 3つ目は，教科指導と

の関連を図る一試みとして， ATとKJ法を活用して自己表現力を育む指導について

の有効性を検討する社会科の授業であるロ 2つの質問紙調査および授業内に用いたワ

ークシートや振り返りシートの記述内容の分析を行った結呆， ATを活用することに

よって，児童の自他尊重の態度を意識付けていることが示されたロまた， ATと KJ

法を関連させることで，伝え合い活動の促しに寄与していることが示された。さらに，

2つの手法を用いた授業は，教科指導においても有効であるということが示された。

キーワード目自己表現力，自他尊重の態度，伝え合い活動，アサーション・トレ

ーニング（AT), KJ法，自己効力感

I .実践研究の背景と目的

児童生徒の現状と生徒指導に求められることに関する中央教育審議会答申や文

部科学省の報告書等について概観する。はじめに， 「児童生徒の問題行動対策重

点プログラム（最終まとめ）」（文部科学省， 2006）では， 「自分の気持ちゃ考えを

適切に伝え，生活上の問題を言葉で解決するカを育てるとともに，他者を認め互

いに尊重し合い，望ましい人間関係を構築するための指導を推進する」と述べら

れている。また， 『生徒指導提要』（文部科学省， 2010）では，望ましい人間関係

を築くためには，集団において他者と異なる意見であっても，自由に自分の意見

を述べ，互いに理解し尊重し合うことは重要なことであると示されている。

中央教育審議会における直近の諮問を概観すると， 「初等中等教育における教

育課程の基準等の在り方について（諮問）」（2014）では， 「我が国の将来を担う子

供たちは，他者と協働しながら価値の創造に挑み，未来を切り開いていく力を身

に付けることが求められている。そのためには，一人一人が互いを認め合い，尊

重し合いながら自己実現を図り，より良い社会を築いていくことができるよう，

初等中等教育における教育課程についても新たな在り方を構築していくことが必



－312－

要（一部抜粋）」と記されているロ加えて， 「学力の成果は，近年改善傾向にある

国内外の学力調査の結果にも表れているが，判断の根拠や理由を示しながら自分

の考えを述べることについて課題が指摘され，子供の自信を育み能力を引き出す

ことは必ずしも十分にできておらず，教育基本法の理念が十分に実現していると

は言い難い状況である（一部抜粋）」と記されている。

これらの報告書等を踏まえて，児童は学校教育活動全体の様々な機会において，

自分の思いや考えを表現していかなければならない。ゆえに，児童らが級友と協

働して学校生活を過ごしていく中で，他者を尊重しながら自分の意見や考えを表

現する力を育むことを粗放してはならないと考える。平木（2009）ら多くの先行

研究において，児童が自己を表現するカを育むためには，自己と他者の主体性を

尊重し，自己を表現するためにアサーションを身に付けることが有効であると示

唆されている。そこで，児童の自己表現力を育むためには，自他を尊重したアサ

ーションスキルを習得し， ATを通じて伝え合うことのよさを感じることが大切で

はないかと考えた。

本実践研究では，児童の自己表現力を育むための授業づくりのひとつとして，

ATとKJ法を活用して， 「自他尊重の態度」と「伝え合い活動」に焦点を当てた

特別活動と社会科における授業実践を通して，自己表現力を育む授業づくりにつ

いて検討することとした。

II .本実践研究における自己表現力

自己表現力は，学校教育活動全体を通じて育まれるものであろう。最近の教育

に関する研究は児童主体に顧慮したものが多く，児童が主体的に学習課題を見出

し，考え，それを自分の言葉で表現することができるような力の育成を重視した

指導が進められている。こうした中で，自己表現力を育むためには，計画的に社

会的スキルを育む学習を組み込み，各教科にてスキルの活用を促す授業を展開す

るなど，両者を関連させて自己表現力の育成に徹し，「生きる力」の育成に結び付

けていかなければならないと考える。そこで，自他尊重の自己表現であるアサー

シヨン，その方法を身に付ける ATに着目した。

アサーションは，「他人の権利を侵害することなく，個人の思考と感情を敵対的

ではない仕方で表現する行動」と定義している（漬ロ， 1994）。また，平木（2009)

によると，「アサーティブ」なコミュニケーションとは，「自分も相手も大切にす

る自己表現」をすることであると定義されている。これらを踏まえて，本実践研

究では，「自己表現力」「アサーション」「AT（アサーション・トレーニング）」を

以下のように捉える。

自己表現力：一人一人のものの見方，考え方，感じ方を大切にし，相手の気

持ちを考えながら，自分の意見や考えを相手に分かりやすく伝

える力

アサーション：自分と相手の相互を尊重しようとする態度で行うコミュニケ

』－：；，＇ヨル〆
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AT（アサーション・トレーニング｝：自分の意見や考えを，相手の立場に立っ

て表現するスキルを学び得る活動で，ア

サーティブな自己表現を可能とする学習

方法

m. 『自他尊重の態度」及び「伝え合い活動」について

( 1）自他尊重の態度

本実践研究における「自他尊重の態度」左は，児童同士が多様な価値観の存在

を認識しながら，違いやよさを認め合い，同じ学級の仲間である級友を大切にし

ようとする態度である。さらに言うならば，相手の立場に立って物事を考え，相

手の気持ちを考えながら自分の言いたいことを言うという「自分も相手も大切に

する態度」であると捉える。

(2）伝え合い活動

本実践研究では，児童がよりよく「伝え合い」を展開していくための手立てと

して，「KJ法」に着目した。「KJ法」は，コミュニケーション能力が深まり，情

報の共有化を図ったりすることについて効果的であると言われている。そこで，

「KJ法」の捉え方として，授業内で設定したテーマについて，個々が考えた内

容を小カードに書き表し，言葉で説明しながら，級友の考えと仲間分けをし，グ

ループ聞の考えをまとめるものとする。

以上のように，「KJ法」を活用した伝え合い活動について，本実践研究では，

ベアやグループ活動において，自分の意見や考えを相手に伝え，相手の意見や考

えを理解しながら受容したり共感したりし，考えを拡散したり収束したりする活

動として捉えるものとする。

W. 対象学級における実態把握

本実践研究の対象者は，長崎市内 A小学校第 4学年の 1学級（男子 14名，女子

15名，許 29名）である。対象学級の実態について，以下に記す。

( 1）参与観察における児童の実態把握

対象学級の児童は，自分の意見や考えを自ら進んで発表しようとする姿勢が見

受けられ，自分の意見や考えを話すこと話を聞くことの切り換えが素早く行われ

ていることから，学習意欲は高い。しかし，自分の意見や考えを発表したくても

なかなかできない児童や級友の意見や考えを聞くだけで，自分の話ができなかっ

たりする児童もいた。また，自分自身の意見や考えに自信がなくてなかなか言え

なかったり，つい相手意識に欠けてしまう表現をしたりする児童がいるというこ

とが現状としてあった。

(2）質問紙調査における児童の実態把握

質問紙調査は，「児童用アサーション尺度」（塩見ら， 2003）と「児童用一般性

セルフ・エブイカシー尺度 （福井，嶋田，坂野ら， 2009）を用いた。「児童用ア

サーション尺度」は，「自分の気持ちゃ考えを伝えること（No,1～No,5）」「相手

の気持ちゃ考えを受け止めること（No,6～No,10）』「主張的な表現（No,11～
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No, 17）」という 3つの領域及び 17項目で構成されており，「あてはまる（4点）」

「少しあてはまる（3点）」「あまりあてはまらない（2点）」「あてはまらない（1

点）」の 4件法で回答するようになっている。また，質問項目 No,11～No,17はあ

る場面が設定されており， 3つの中から表現の仕方を選ぶように構成されている。

さらに，「児童用一般性セルフ・エフィカシー尺度」は，「安心感」「チャレンジ精

神jという 2つの領域及び 15項目から構成されており，「あてはまる（4点）」「少

しあてはまる（3点）」「あまりあてはまらない（2点）」「あてはまらない（1点）」

の 4件法で回答するようになっている。なお，上記の質問紙調査は，平成 27年

11月中旬に実施した。
表 1 「児童用アサーション尺度」 クラスの平均値

霊童再司王頁目（n=29)
不ムは，自多量トの隻師寺ちゃ場雪えを言言書量fこすることカ電できる。
事t..rま， 自ラヨトCT.>君主~を子（cj:っきりと宮町うことカ電てききる。
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手ム『ま，雷佳カ、『こして『ましし、ことカ電あっ7こら，そ才Lを束頁を2ことカ電てききる。
零ムは，言舌を聞く日寺に相手の方を見て聞く。
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不ムは，相手の言舌を聞くときにうなす’いたり，あいて芳ちをしなカ電ら聞く。
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主張的な表現
・攻撃的 ・主張的 ・非主張的

いやなことをされたとき
いやなことを冒われたと曹

人由やっていることをめいわ〈に盛巳ると曹

図 1 「児童用アサーション尺度」（主張的な表現）
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表 1に示しているのは，「児童用アサーション尺度」の平均値である。平均値

が低かった質問項目は，「自分の意見をはっきりと言うことができる」が 3.03で

あった。これについては，学習場面でもそうでない場面においても，自分の意見

を積極的に伝える人とそうでない人が二分されていた。「主張的な表現jについて

は，「いやなことをされたとき」「いやなことを言われたとき」という質問項目で

は，攻撃的な表現や非主張的な表現をすると回答した割合が高かった。

表 2 「児童用一般性セルフ・エフィカシー尺度」クラスの平均値
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表 2から，「どんなことでも，どんどん挑戦していく jの平均値は 3.21であり，

参与観察で，何事も積極的に挑戦したり一生懸命取り組んだりする姿を幾度とな
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く見たため，予想通りの結果であった。しかし，「他の人と比べて，心配すること

が多い」という質問に対する平均値は 3.03と高かった。配当学級の児童は，自信

をもって何事にも取り組むと捉えていたが，心配事を抱えながら学校生活を過ご

していることが分かった。そこで，自己表現力を育むことによって，自己効力感

は高まるのではないかという考えから，授業実践後において，これらの質問項目

に対するクラスの平均値がどのように変容しているのかも見ていくこととした。

V. 授業実践の実際

(1) ATを取り入れたアサーティブな自己表現スキルを育む授業実践

『小学校学習指導要領解説特別活動編』に示されている指導内容については，

「日常の生活や学習への適応及び健康や安全」学級活動（2) ウ「望ましい人

間関係」の内容項目で実践を行った。

導入部分では，『自分の意見を言うけど，相手が嫌な気持ちにならないような話

し方ってどんな話し方かな」と問うた。そして，本時のめあてを，「相手の気持ち

を考えた話し方について考えよう」と設定した。

展開①では，「お家に帰った後，用事があるあなた。しかし，友達から遊びに誘

われました。その時あなたは…」という場面を設定した。この場面を用いて，「ジ

ャイアンタイプ（攻撃的な自己表現）」「のぴ太タイプ（非主張的な自己表現）」「し

ずかちゃんタイプ（アサーティブな自己表現）」の 3つの話し方のモデリングを

提示し，気付いたことを発表させた。

展開②では， 3つの話し方は「相手の気持ちを考えた話し方であったか」「自分

のことをしっかり話していたか」と問うた。すると，「ジャイアンタイプは，自分

中心の話し方で相手の気持ちを考えていない」「のび太タイプは，自分のことを話

していない」「しずかちゃんタイプは，遊べないことに対して謝ったりまた今度遊

ぼうって言ったりしている」という気付きが出された。また，学習者から，「しず

かちゃんタイプの話し方が相手の気持ちを考えながら自分のことを話している」

という意見が出されたことから，しずかちゃんタイプの話し方に焦点を当ててグ

ループでロールプレイを実施した。

展開③では，しずかちゃんタイプであったらどのような話し方をするか，ワー

クシートに記入する活動を行った。場面設定は，「貸していた本を友達から返して

もらいました。ところが，その本のあるベージがなぜかとても汚れてしまってい

ます。その時あなたは何と言いますか」である。

終末では，振り返りシートに，自分自身のこれまでの話し方を振り返り，今後

の学校生活の中で相手の気持ちを考えながら自分の言いたいことを伝える話し方

を目指していくために取り組むことを記入させて本授業実践を終えた。

(2）習得したアサーティプな自己表現スキルの活用を目指す授業実践

『小学校学習指導要領解説特別活動編』に示されている指導内容については，

「学級や学校の生活づくり」学級活動 (1）ーワ「学校における多様な集団の生

活の向上」の内容項目で実践を行った。本授業実践では，前時の特別活動で学習

したアサーティブな自己表現スキルの活用を促す手立てとして， KJ法の手法を
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活用して「学級のよさ」をテーマにした授業を展開した。

導入部分では，長縄大会に向けて練習している様子を見せた。すると「声を掛

け合っている」「失敗してしまった人にドンマイって励ます」等の意見が出された。

そこで，本時のめあてを，「学級のよさ」について考えようと設定した。

展開①では，付筆 1枚に 1つの考えを書き，周りのことは気にせずに，自分が

考えたことを素直に書くように伝えた。

展開②では，「なぜよさだと考えたのか」「具体的な場面」等の理由を加えなが

ら付筆を画用紙に貼る活動を行った。また，展開②ではアサーティプな自己表現

スキルを活用する活動であることから，「しっかりと自分の意見を相手に伝える」

「否定したり笑ったりしないで聞く」ということを伝えた。

展開③では，各グループ内で意見や考えを出し合い，仲間分けしたり関係付け

たりしながら，グループの考えをまとめ，学級のよさであるとされるキーワード

を2つ決める活動を行った。

展開④では，各グループの考えを開き合い，出されたことを板書にまとめた。

終末では，振り返りシートに，これからの学校生活の中で，学級のよさを高め

ていくために自分自身が取り組んでいくことを書かせた。

本時の学習の振り返りとして，学習の様子についての価値付けと前時の学習内

容を意識していた姿勢について，学習者一人一人の情意面と態度面を意識した価

値付けを行い，学級の実情として長縄大会に向けて協力し合っている思いを汲み

取り，学級のよさと長縄大会での目標達成を関連させて本時のまとめを行った。

(3）教科指導との関連を図った授業実践

『小学校学習指導要領解説社会科編』に示される指導内容については，第 3学

年及び第 4学年の内容（5）「地域の発展に尽くした先人の具体的事例」である。

本授業実践では，これまで特別活動を主として実践してきた内容を基に，社会

科の授業においてアサーションのよさを実感することをねらいとして行った。な

お，単元名は，「くらしの中に伝わる願い～郷土の発展に尽くした人々～」である。

社会科における授業内容については， KJ法を用いて，学習者が解決したい疑問

を整理しグループ内で共有した後，調べる視点に繋がるキーワードを見出す学習

活動を行った。

羽ー授業実践の成果

( 1）ワークシート及び振り返りシートに関する分析と結果

授業実践 1及び授業実践2において，児童が記入したワークシート及び振り返

りシートの分析結果について述べていく。

授業実践 1のワークシートの記述内容から，自分の意見を相手に伝えようとす

る意識が見られた。また，相手の意見を聞き，受け入れようとする意識も見られ

た。このようにワークシートの記述から，アサーティブな話し方の特徴を捉えさ

せ，アサーティブな自己表現スキルの定着を図る学習活動であったと言えるであ

ろう。

次に，振り返りシートの分析についてである。児童は，自分の話し方について
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振り返りをしながら，授業で習得した事を活かしていこうとしていた。よって，

本授業実践は，アサーティブな自己表現のよさについて考えさせることができた

授業であったと捉える。しかし，自己決定した内容について，具体的に書かれて

いる記述が少なかったことから，児童がより具体的に書くことができるように，

手立てを再考する必要がある。

次に，授業実践 2で用いた振り返りシートに関する分析結果について述べる。

児童は学級のよさについて見つめ直す学習活動を通して，学級がよりよくなっ

ていくために，自分自身にできることを考えて記述していた。また，自分自身の

課題を見つめ直し，克服するために努力することについての記述もあった。この

ことから，学級のよさを高めていくことに関連させて，自分自身も高まるための

方策について考えることができていたと言える。

次に，児童の自己評価についての分析である。それぞれの質問について， 10

段階の評価（1…できなかった， 10・・・ょくできた）で行った。

表 3 振り返りシートの質問に対するクラスの平均値

霊童匪司耳聖目〈円＝29)
一生懸命，友還の言舌を聞〈ことができた。
一生懸命，グJレーコ吟舌動に香加することができた。
自分の考えを友達に伝えることができた。
付せんを使ったことで，自分の考えを友達に伝えたり
まとめたりしやすいと感じた。
f寸せんを使って自分の考えを伝える学習は．他の捜業
でもできると思ったa

呈盟主亘
B 41 
9.14 
B 41 

869 

B.41 

5つの質問項目の平均値は，どれも平均値が 8.0を超える結果となった。この

結呆を受けて，伝え合う活動を組み込んだことについて，児童は，「付筆を使うこ

とで自分の考えを友達に伝えたりまとめたりしやすい」という評価をしていた。

このことから，授業実践 1で学び得たアサーティブな自己表現スキルを活用し級

友の考えを聞き入れ，自分の考えを伝えることができたのではないかと考える。

以上のように，記述内容ならびに学習活動への取組を鑑みると，本授業実践は，

児童の自己表現力を育む授業であったということができると考える。つまり， AT

と KJ法を活用した授業実践は，児童の自己表現力を育む授業であったというこ

とができるのではないかと考える。しかし，教科指導との関連については，客観

的な評価とピデオ分析，学習成果物によってでしか言及することができない。だ

が，児童は， ATで学び得たことを意識し， KJ法を活用しながら，自分の意見や

考えを表現することができていた。また，社会科の授業において，一人一人の意

見や考えをグループ問で協働しながらまとめており，調ベる視点、を見出していた

ことから，自己表現力を育むことについて，成果を得ることができたのではない

かと考える。

(2）質問紙調査の分析と結果

表 4は，授業実践の事前と事後で行った「児童用アサーション尺度」を用いた

質問紙調査における平均値の差の算出結果についてである。

平均値の差の算出結呆を見ると，「自分の気持ちゃ考えを伝えること」「相手の

気持ちゃ考えを受け止めること」の因子は授業後の方が全体的に低くなった。
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図 2

示す。

に，「主張的な表現」について，児童の質問項目に対する回答した割合を

表 4 授業実践の前後における平均値の差の算出結果

質問項目
平均値 平均値
〈捜業前〉 〈捜業後〉

私は，自分の気持ちゃ考えを昌葉Lする」とができる。 3.25 3.14 

私は，自分の意見をはっきりと言うことができる。 3.00 2.82 

私は，班で係りを決めるとき，希望があったら自分から進んで言う。 3.54 3.61 

私は，みんなと意見が違っても，反対ならば，そのことを言う。 3.25 2.89 

私は，誰かにしてほしいことがあったら，それを頼むことができる。 3.39 3.04 

私は，話を聞く時に相手の方を見て聞く。 3.61 3.46 

私は，話を聞くとき，その話に合った表情で聞く。 3.29 3.18 

私 Iま，相手の話を聞くときにうなずいたり，あいづちをしながら聞く。 3.07 2.89 

私は，相手の話を最後まで聞いている。 3.46 3.39 

私は，相手の話していることが分からない時には聞く。 3.04 2.39 

<n=2B> <n=2B> 

主張的な表現

・攻撃的 ・主張的 ・非主張的

友だちに「遊ぼう」とさそわれても，他にしたいことがあったら

友だちとの会話をやめたいときに

いそがしい時に用事をたのまれても

差

〈後一前〉
-0.11 

-0.18 

0.07 

-0.36 

-0.35 

-0.15 

-0.11 

-0.18 

-0.07 

-0.65 

友だちに助けを求められても，ことわることが必要なとき

いやなことをされtとき

いやなことを言われtとき

人のやっていることをめいわくに感巴るとき

ーーーーーーて悌掴ーーーーー－ Z脇町ーーーーーーーーーーーー－u."11.1－ーーーー

..v~－ 『径野 町直民団・

図 2 授業後の「主張的な表現j 割合
質問項目 No,1に対しては，主張的だと答えた割合が増え，攻撃的と非主張的

だと回答した割合は減った。また質問項目 No,4に対しては，攻撃的だと回答し

た割合に変化はなかったが非主張的と回答した割合が減る結果となった。

次に，「児童用一般性セルフ・エフィカシー尺度」の授業実践前後におけるクラス

の平均値の差の算出結果を表 5に示す。

表 5 平均値の前後の差の算出結果

質問項目

ほかの人と比ベて，心配することが多い
なにかをするとき，うまくいかないのではと心配することが多い
小さな失敗について，くよくよ考える方だ

失敗したことやいやなことを思い出して．暗い気持ちになることがよくある

どうしたらいいかわからなくて，まごまごすることがよくある
なにかをやろうとするとき，いろいろと考えてしまう
なにかをやったあと，失敗したと思うことが多い

思っていたことと遣うと．どうしていいかわからなくなる
ひっこみじあんなほうだ
やりた〈ないことでも，一生けん命やる

どんなことでも，どんどんちょう戦していく

冒十画を立てるときは．きっとできると思っている
なにかをやろうと決めたらすぐとりかかる
ものごとを自分からすーすんでやるのは．苦手だ

困った三とでも．なんとか乗りζ えられると思う

司Z士勾f直 平均値

。受業前2 。受業後2
3.11 2.86 
2.75 2.46 
2.57 2.29 
2.82 2.64 
2.18 2.14 
2.57 2.32 
2.54 2.43 
2.54 2.39 
1.61 1.86 
3.04 2.96 
3.18 3.00 
3.07 3.11 
2.96 2.89 
2.21 2.43 
3.04 3.21 
<n=2B> <n=2B> 

呈豊
｛＇後一前 2
0.26 
-0.29 
0.28 
-0.18 
0.04 
-0.25 
0.11 
-0.15 
0.25 
0.08 
-0.18 
0.04 
-0.07 
0.22 
0.17 

質問項目 No,1～No,8については，僅かではあるがマイナス値となった。しか

し，質問項目 No,9は，事前より事後の方が引っ込み思案であると感じている児

童が増えている。これについては，グループ活動において，自分の意見や考えを

級友になかなか伝えることができなかったり班の考えを全体で共有する際に， う

まくまとめることができなかったりしたことによって，児童は自分自身が引っ込

み思案であると捉えたのではないかと考える。また，質問項目 No,14も同様に，

マイナス値ではなくプラス値となった。これについては，授業実践において，自
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分の意見や考えを積極的に話せなかったり， KJ法における仲間分けの活動をす

る際に，自分からなかなかできなかったりしたことが要因であると考える。質問

項目 No,10,11, 13については，プラス値とならずマイナス値となる結呆となっ

た。

次に，平均値の差の七検定の結呆を表 6及び表 7に示す。

本分析における t検定は，対応のある 2群の平均の差の検定である。質問紙

表 6 質問紙間の t検定の結果
臣司弓F-21>:U同園田

Cn~2B) 

国司弓F- ＇亘書多会<7.>:m.乎寺理るぺb事哩t~壱HZ<~宅忌
臣ヨ弓F-＇本目弓 15-<7.>－宇寺歩＂ぺ h毒曹x毒舌!W:Eす4ιlib.ff>
E司弓F-o~•C決舞霊長
12<1ニ:F-＇弓Fべ，..＿ユ，乞；；準膏キ申

豆存主逼T亘
書望日臨宵官 事聖書臨書量

16  43  15  50  
16  46 唱5 32  

22  67  21 39  

17  50  16  61 

表 7 因子聞の t検定の結果

因子友び項百
【n=28)

自己表現に関すること
自信に聞すること

平扇面
事竪翼E宵首 相豊婁E串量
a 29 a_os 
2_68 2_60 

t佐直

002市
0 01事
0_10 

旦＝呈主
申 p<OS

t値

0_07 
0_59 

事p<05

聞の t検定の結果，自己表現力については，“因子：自分の気持ちゃ考えを伝える”

に関して t値が 0.02であり，“因子：相手の気持ちゃ考えを受け止める”に関し

て t値が 0.01であったことから有意な差が見られた（p<.0.5）。つまり，「自分の気

持ちゃ考えを伝える」「相手の気持ちゃ考えを受け止める」ことが下がった結果と

なる。また，因子聞の t検定の結果については，「自己表現に関すること」と「自

信に関すること」については有意な差は見られなかった（n.s.）。つまり，本実践

研究において，自己表現力と自己効力感の関連を図ることができなかった。

四．考察及び課題

(1) ATのプログラム内容の再考

ATを活用する際には，長期的な実践計画のもとで実践されている。しかし，

本実践研究では 45分の単位時間でしか実践を行っていない。特に時間を要さな

ければならない 3つの話し方について，モデリングのみでの比較であったため，

児童にとって「なぜ攻撃的な自己表現は望ましくないのか」「なぜ非主張的な自己

表現は望ましくないのか」考えをよりよく深化することができなかったのではな

いかと考える。また，その他のタイプの話し方についてもロールプレイを講じ，

アサーティブな自己表現以外と対比しながら，アサーティブな自己表現のよさが

実感できるようにしなければならなかったと考える。さらに，具体的な場面設定

についても 1例ではなく，複数の場面を設定する必要があった。

(2）児童の意見や考えを全体で共有する時間の確保

児童は，普段の授業で積極的に自分の意見や考えを発表している。しかし， 3

つの授業実践において，全体の場で発表する機会が極めて少なかった。児童の意

見や考えを学級全体で聞くことによって，考えの深化に繋がったであろうと考え

る。さらに，ベア・グループ問での意見交換だけでなく，学級全体の場での発表

の機会を設定することによって，「みんなの前で発表をすることができた」「自分

の意見がみんなに受け入れてもらった」「授業の中で私の考えが使われた」「これ
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からもみんなの前で発表できそうだ」という思いを抱くことが想定されるため，

学級全体の場での発表は必要不可欠であったと考えるロ

(3）自己決定した内容を実践する期間の設定

本授業実践において， 1時間目の特別活動では，アサーティブな自己表現スキ

ルの習得，そして， 2時間目の特別活動では，「学級のよさ」をテーマにしてアサ

ーティプな自己表現スキルを活用しながら，学級がよりよくなっていくために学

級の一員として取り組んでいくことについて考えた。児童一人一人が自己決定し

た内容について一定の実践期間を設けて，自分自身の取組に関する自己評価を行

うことによって，スキルの般化に繋がり，さらに，児童の変容について明らかに

することができたのではないかと考える。

(4）児童への価値付けの不足

ピデオ分析を通して，グループの活動内容を見取るグループとそうでないグル

ープの偏りがあったということが明らかとなった。単に歩み寄ったりグループの

活動内容を見取ったりするのではなく，活動の中でよかった箇所を褒めるなど具

体的な手立てを講じる必要があったと考える。また，授業の終わりに，児童の学

習活動に取り組む姿や学習内容の意義について話す時間を確保するべきであった

と考える。そうすることによって，各授業において児童が学んだ意義について，

よりよく理解することができたのではないかと考える。さらに，授業者の立場か

ら児童の学習活動の取組について頑張っていた姿から見えてきたことなどについ

て話す必要があったと考える。そうすることによって，児童は，「先生から褒めら

れた」「先生は私たちの頑張りを見守っている」と感じるのではないかと考える。

唖ーおわりに

本実践研究の成果は，以下の 3点である。

1点目は，特別活動における授業実践の中で， ATのプログラムを踏まえて， 3

つの話し方についてモデリングを提示したり，アサーティブな話し方に焦点を当

てて，具体的な場面を用いたロールプレイを実施したりすることは，自他尊重の

態度を意識付けることに有効であった。

2点目は，アサーティブな自己表現スキルの習得を目指す ATと伝え合い活動

を促す KJ法を関連させることは，児童の自己表現力を育む指導として有効であ

った。

3点目は，児童の自己表現力を育むために，特別活動における学習内容を教科

指導と関連させることは有効であった。
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